
自分の考えをまとめるために必要な知識を自分の考えをまとめるために必要な知識を確確
か くか く

認認
に んに ん

しようしよう 知識

近畿地方の学習をまとめよう

下のキーワードを参考にして、知識を整理しましょう。STEP11

上の問題文を参考にして、自分の言葉でキーワードを説明しましょう。説明できたものにはチェックを入れましょう。STEP22

❶ あ ～ き の県名、 a の山地、 b ・ c の湖・川の名前を答えましょう。

❷ 1 ～ 18 にあてはまる言葉を答えましょう。

まとめとふり返りまとめとふり返り

◇ 各地に都
みやこ

がおかれていた。奈
な

良
ら

市… 12 京。京
きょう

都
と

市… 13 京。
◇貴

き

重
ちょう

な文化財…京都や奈良の寺院や神社は 14 に登録されている。
◇茶道・華

か

道
どう

などの伝統文化が盛ん。和食は 15 に登録されている。
◇都市に住む住民のために野菜を育てる 16 農業や茶の栽

さい

培
ばい

が盛ん。

◇ 6 市…天下の台所としてにぎわう。都心部で 17 が進む。
◇ 7 市…日本有数の貿易都市。丘

きゅう

陵
りょう

部に 10 を建設、そこから出た土
ど

砂
しゃ

で埋
うめ

立
たて

地をつくった。 18 で大きな被
ひ

害
がい

を受け、復興が進む。
◇歴史的な街なみ…町家が建てかえられて、街なみが変化している。

30km0
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近近
きん

畿畿
き

地方－歴史的地方－歴史的背背
はい

景景
けい

をテーマに－をテーマに－33第　　節

近畿地方の生活や産業は、歴史的背景からどのような影
え い

響
きょう

を受けているのでしょうか。第3節の問い第3節の問い?

二次元
コード

◇ 阪
はん

神
しん

工業地帯…手工業→ 2 工業→ 
3 工業の順に発

はっ

展
てん

。アジアとの競争
が課題。再生をめざす取り組みが進む。
◇ 伝統産業…洗

せん

練
れん

された上質の工芸品が
求められ、さまざまな 4 が生まれた。
◇ 観光業が盛

さか

んで、林業も発展。

産　業

歴史的背景

◇ b …日本最大の湖。
◇ 若

わか

狭
さ

湾
わん

沿
えん

岸
がん

・熊
くま

野
の

灘
なだ

に 1 がみられる。
◇ 中央構造線の南側には a がある。
◇ 中部は降

こう

水
すい

量
りょう

が少なく、季節風の影
えい

響
きょう

で北部は冬、南部は夏に降水量が多い。

自然環
か ん

境
きょう

◇ 中部…日本で2番目に人口が集中する
5 には、京

きょう

都
と

市・ 6 市・ 7 市の
三つの中心都市がある。

人　口

◇ 8 と 9 を結ぶ鉄道… 9 の衛星
都市には、大規

き

模
ぼ

な住
じゅう

宅
たく

地や 10 がある。
◇ 関

かん

西
さい

国際空港…西日本から世界への玄
げん

関
かん

口になっている。

交通・通信

◇ b … 11 に登録されている。
◇ 歴史的な街なみ…町家をほかの施

し

設
せつ

に
活用する取り組み、景観政

せい

策
さく

、保存と
観光客の受け入れを両立させる取り組
みなどが行われている。

持続可能な社会づくり

自分の考えをまとめよう自分の考えをまとめよう 思考・判断・表現

右の例を参考にしながら、マインドマップを
作って近畿地方の地域的特色を整理し、近
畿地方にみられる地

ち

域
い き

の課題「歴史的背景
と人々の生活の両立」（P.207）について考
えましょう。

ポートフォリオに、学習を始める前と比べて、考えが変わったことや新たにわかったこと、考えが深まったことを書きましょう。
そして、これからの学習や生活に生かしていきたいことや、考え続けていきたいことを書きましょう。

第３節の学習をふり返ろう第３節の学習をふり返ろう 主体的に学習に取り組む態度

　P.214で学習したように、近年「形のあるものを消費する観光」だけではなく「その場所ならではの体験ができる」
観光が注目されています。「その場所ならではの体験ができる」観光は、地域の人々の生活や文化を体験することで、
地域の特色をより深く理解することができるといえます。

体験を重
じゅう

視
し

した観光ツアーを企画しよう議論してみよう議論してみよう?… 学び合い

近畿地方の生活や産業は、歴史的背景からどのような影響を受けているのでしょうか。第3節の問いについて
自分の考えをまとめよう

□淀
よ ど

川
□琵

び

琶
わ

湖
こ

□リアス海岸
□京

け い

阪
は ん

神
し ん

大都市圏
け ん

□都心部

□郊
こ う

外
が い

□衛星都市
□ニュータウン
□世界文化遺

い

産
さ ん

□伝統文化

□ユネスコ無形文化遺産
□近郊農業
□ラムサール条約
□再開発
□阪神・淡

あ わ

路
じ

大震
し ん

災
さ い

□軽工業
□重化学工業
□阪神工業地帯
□中小企

き

業
ぎょう

□伝統産業

□伝統的工芸品

用紙の中央に、マインドマッ
プのテーマをかきましょう。

STEP11

グループごとに近畿地方の1県を選んで、県内
をめぐる1泊

ぱく

2日の観光ツアーを企画しましょ
う。教科書や地図帳を確認したり、インターネットで検

けん

索
さ く

し
たりして、地域の特色の理解につながるような「その場所な
らではの体験」を盛

も

りこみましょう。

STEP11

クラスで、各グループが立てた観光ツアーを
発表（プレゼンテーション）しましょう。どのよ

うな体験を盛りこめば地域の特色が理解できるか、意見交
こう

換
か ん

しましょう。

STEP22

テーマに関連する内容を、枝
のような形に配置しながらか

き加えましょう。

STEP22

かき加えた内容をそれぞれ細
分化しながら枝を広げていき、

マインドマップを完成させましょう。

STEP33

和
わ

歌
か

山
や ま

県を満
ま ん

喫
き つ

！ まるごと体験ツアー

9時	 南
な ん

紀
き

白
しら

浜
は ま

空港着
10時	 みなべ町で梅体験！
全国有数の生産地みなべ町で、農家の方に栽培の
くふうをお聞きし、梅ジュースづくりを体験します

15時	 紀
き

の川
か わ

市で地域おこしを取材！
猫の人気で廃線危機をのりこえた鉄道の取り組み
が地域にあたえた変化を、関係者にお聞きします

18時	 高
こ う

野
や

山
さ ん

の宿
しゅく

坊
ぼ う

で宿泊体験！
信仰が地域にねざしている高野山で、宿坊に宿泊
して高野山の歴史についてお話をお聞きします

第
①
日

あ

い
う

え

き

か

お

a

b

c

33
‐‐
33

近
畿
地
方

近
畿
地
方

216 217

新しい教科書の新しい教科書の「問いの構造」「問いの構造」
　新しい教科書では、問いを構造化することで内容のまとまりでの授業がしやすくなっています。各時間の「学習課題」を積み重ね
て「編・章・節の問い」を解決する構造になっています。教科書の問いに沿って授業を進めていくことで、主体的・対話的で深い学
びを実現することができます。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

P.216-217

P.208-209

P.214-215

P.206-207

導入ページで、単元を通して追究していく「単
元を貫く問い」（「編・章・節の問い」）を立てま
す。
第２編第２章・第３編第３章では、その節を大
観する写真ページと１時間目、地域のトピック
を取り上げた特設ページまでの内容を踏まえて、
「節の問い」を立てます。

単元を貫く問いを立てる単元を貫く問いを立てる

第２編第２章・第３編第３章では、単元の
学習の最後に、地球的課題や地域の課題
の解決に向けて「構想」の活動を行います。

議論してみよう議論してみよう

導入ページで立てた問いの解
決に向けて、本文ページに設定
した各時間の「学習課題」と、
それに対応した「確認」「表現」
の問いに答えます。

学習課題を学習課題を
追究する追究する

学んだことをまとめ、「編・章・節の問い」
を解決します。最後に単元の学習をふり返
り、次の単元へ進みます。

単元を貫く問いを単元を貫く問いを
解決し、ふり返る解決し、ふり返る

ま
と
め
・
ふ
り
返
り
ペ
ー
ジ

ま
と
め
・
ふ
り
返
り
ペ
ー
ジ

本
文（
追
究
）ペ
ー
ジ

本
文（
追
究
）ペ
ー
ジ

導
入
ペ
ー
ジ

導
入
ペ
ー
ジ

単元を貫く問い

学習課題

確認・表現

議論してみよう

近畿地方の生活や産業は、歴史的背景からどのような影響を
受けているのでしょうか。

第３節の問いを解決するために　
例を参考に、「なぜ」を用いた問いを立てましょう。

【例】近畿地方では、なぜ歴史的景観の保全が
はかられているのでしょうか。

ふり返りまとめ

第3節の問い第3節の問い?

「単元を貫く問い」で、
授業をデザインする

内容や時間のまとまりにより構成された授業をデザインする
ことで、主体的・対話的で深い学びを実現できます。

！
注目

第3編第3章第3節　近畿地方第3編第3章第3節　近畿地方

現在にいきづく歴史的都市の特色2
学習課題学習課題 歴史的都市である京都

や奈良には、どのよう
な特色があるのでしょうか。

確認確認 京都や奈良が歴史的にどのよ
うに発展してきたか、本文か

らぬき出しましょう。

表現表現 歴史的背景をふまえて、京都
や奈良の人々の生活や産業の

特色を説明しましょう。

港町から世界へ3
学習課題学習課題 近畿地方は、歴史的に

世界とどのような結び
つきをもってきたのでしょうか。

確認確認 大阪や神戸が歴史的にどのよ
うに発展してきたか、本文か

らぬき出しましょう。

表現表現 大阪や神戸がかかえる課題と、
解決のためにどのような取り

組みをしているか説明しましょう。

伝統を生かした産業と世界進出4
学習課題学習課題 歴史や伝統を生かした

産業から、新たな技術が
どのように生まれてきたのでしょうか。

確認確認 阪神工業地帯が歴史的にどの
ように発展してきたか、本文

からぬき出しましょう。

表現表現 阪神工業地帯と近畿地方の伝
統産業がかかえる課題と、解

決のためにどのような取り組みをして
いるかを説明しましょう。

近畿地方の生活や産業は、歴史的背景からどのような影響を受けているので
しょうか。

第3節の問いについて
自分の考えをまとめよう

ポートフォリオに、学習を始める前と比べて、考えが変わったことや新たにわかったこと、考えが深まったことを
書きましょう。そして、これからの学習や生活に生かしていきたいことや、考え続けていきたいことを書きましょう。

第３節の学習をふり返ろう第３節の学習をふり返ろう 主体的に学習に取り組む態度

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編

6 7



まとめ・ふり返りページ導入　　ページ 本文（追究）ページ大観ページ大観ページ第２編第２章 世界の諸地域
第３編第３章 日本の諸地域

P.204-205

地域の概要をつかむ地域の概要をつかむ大観ページ大観ページ
　教科書全体にわたって、世界の各州・日本の各地方の地域的特色を確実に捉えられる構成にしています。第２編第２章(世界
の諸地域)・第３編第３章(日本の諸地域)では、学習指導要領でも求められているように、大観ページで州・地方の概要をつかんで
から、導入ページで「節の問い」を立てる流れになっています。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

P.202-203

州・地方の主題や
考察の仕方に焦点化

左上には、主題や考察の仕方に深くかかわ
る写真を大きく掲載しています。キャラク
ターの問いかけと合わせて写真を読み取る
ことで、自然にその州・地方の主題や考察
の仕方に焦点化できます。

！
注目

全州・全地方で統一した体裁・
サイズ・配置で掲載した図版

🅐土地利用図、🅑州・地方ごとのグラフ、🅒地形地図、🅓人口
密度・交通地図、🅔雨温図は全州・全地方で統一した体裁・サ
イズ・配置で掲載しているため、州・地方内で地図どうしを対比
したり、ほかの州・地方と比較したりすることができます。

！
注目

自然環境・人文環境に
かかわる写真をバラン
スよく掲載しています。

生徒の興味・関心を引く
多数の写真・地図・グラフ
多数の写真・地図・グラフか
ら、州・地方の様々な地理
的事象を読み取り、学習の最
初に州・地方を視覚的に捉え
ます。

１１
州・地方の地形・気候、人口、
産業、交通・通信、歴史的背
景などを文章・図版からおお
まかにつかみ、州・地方の概
要を捉えます。

22
州・地方の概要を

捉えられる文章・図版

B

A

C

E

D

教科書内のすべての雨温図を自由に選択して重ね
合わせたり、任意の数値を入力して作成した雨温
図を教科書内の雨温図と重ね合わせたりできるコ
ンテンツをご用意しています。

●  雨温図の重ね合わせ 
(教科書QRコンテンツ)

重ね合わせてみる

第２編第２章と第３編第３章では、各節のタイトルの下にある
二次元コードから参照していただける弊社Webサイトページで
学習内容のまとめに役立つ各州・各地方の白地図をダウンロー
ドすることができます。

●白地図(教科書QRコンテンツ)

サンプルはこちら

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/chi/p202/p202-2/
https://www21.nichibun-g.co.jp/r7js_qr_contents/chi/p202/p204-2/


まとめ・ふり返りページ導入　　ページ導入　　ページ 本文（追究）ページ大観ページ第２編第２章 世界の諸地域
第３編第３章 日本の諸地域

4 の活動を行い、単元の学習後に改めて自分の考えを書きこむこ
とで、生徒が学習の見通しを立て、学習後に自分の考えの変容をふ
り返ったり、教師の授業改善につなげたりできるようにしました。
主体的に学習に取り組む態度の評価もできます。

ポートフォリオ
学習の見通しとふり返りの活動に役立つポート
フォリオのデータを教科書QRコンテンツとしてご
用意しています。

！
注目

二次元
コード

評価

主体的に学習に取り組む態度
指導と評価の一体化

問いを立て、学習を見通す問いを立て、学習を見通す導入ページ導入ページ
　導入ページでは、大観ページから「持続可能な地域をめざして」までの学習を踏まえて、既習の知識と新しい資料を組み合わせて 「節の
問い」を導き出す活動を提案しています。また、立てた問いの答えを予想することを促して、その後の学習の見通しをもつこと
ができるようになっています。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

P.206-207

声コーナー
教科書の各所に、現地の方の声を紹介する声
コーナーを設定しています。第３編第３章の
導入ページには、節の学習を見通す際にも役
立つインタビュー動画をご用意しています。

！
注目

サンプルはこちら

州・地方を象徴するトピック
から、その地域の特色をと
らえ、州・地方の主題や
考察の仕方を自然に意識で
きるようにします。

11
持続可能な地域を

めざして

気づいたことを出し合う活動
を通して立てた節の問いを解
決するために、「なぜ」を用
いた問いを立てる活動を
提案しています。

33
第○節の問い

その州や地方の主題や考察の仕方を中心に、その節のキーワードを系統立てて提示しています。

州名 アジア州 ヨーロッパ州 アフリカ州 北アメリカ州 南アメリカ州 オセアニア州

テーマ 人口や
経済発展

国境をこえた
統合

自立のための
開発と国際協力

世界に影響を
あたえる産業

開発と
環境保全 多文化社会

地球的課題 経済発展の地域
格差や都市問題

統合のかげで
広がる格差と対立

モノカルチャー
経済からの自立

大量生産・大量消費
の生活スタイル

熱帯雨林の伐採に
よる環境破壊

多様な民族の
共生

P.45

P.169地域名 九州地方 中国・四国地方 近畿地方 中部地方 関東地方 東北地方 北海道地方

テーマ 自然環境 交通・通信 歴史的背景 産業 人口や
都市・村落

持続可能な
社会づくり 自然環境

地域の課題 自然環境と人々
の生活の両立

過疎化・高齢化
した地域の活性化

歴史的背景と人々
の生活の両立

産業の競争力
の維持

過密化にともなう
さまざまな課題

震災から10年以上
経過した現在の課題

自然環境との
共生

各州で設定している主題・地球的課題の一覧

各地方で設定している考察の仕方・地域の課題の一覧

大観ページと「持続可能な地
域をめざして」の内容や新し
い資料をもとに気づいたこと
を出し合う協働的な学びを
提案しています。

22
気づいたことを
出し合おう

●州や地方のキーワード

節の問いに対する疑問や答
えの予想をポートフォリオに書
きこみ、キーワードや地球的課
題・地域の課題を確認して、こ
れからの学習を見通します。

44
学習の

見通しをもとう

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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身につけた知識を活
用して、学習課題を
解決していける紙面
になっています。

まとめ・ふり返りページ本文（追究）ページ本文（追究）ページ導入　　ページ大観ページ第２編第２章 世界の諸地域
第３編第３章 日本の諸地域

授業や生徒の授業や生徒の思考の流れ思考の流れを重視した本文ページを重視した本文ページ

資料を用いた活動を示すことで、必要な情報の読み
取りなどの技能を高めることができるコーナーです。

●資料活用

　本文は原則１授業時間を見開き２ページとし、この１時間で何を学ぶのか、どのようなことに着目して学習を進めるのかを「学習課題」
「見方・考え方」で明確に示しました。また、右ページの側注欄には学習課題に対応した「確認」「表現」コーナーを設け、「編・章・
節の問い」に答えるための手がかりとなるように工夫しています。

見開きの学習内容を掘り下
げて、地理を楽しく学び、
学習内容の理解を深めてい
くことができるコラムです。

SDGsと特に関連する
箇所を示しています。

指導と評価の計画に基づいた教科書づくり１１

導入資料
本文ページの導入になる資
料と、それに関係する問い
かけを設けています。

１１

本文・図版
十分な文字量を確保し、平
易な表現を用いて、生徒の
読み取りを支援しました。

33

本文ページで何を学んでい
くのかを示しています。この
課題を考えながら、学習を進
めていきます。

学習課題学習課題

22

P.208-209

学習課題の解決に向けて手がかりになる主
な「見方・考え方」の例を示しています。

見方・考え方見方・考え方

地理地理
++αα

！
注目

学習課題に対応し、本文
ページの学習を確かにする
問いを示しています。学習の
最後に取り組むことができます。

44
確認確認 表現表現

●連携コーナー
主に小学校の学習や歴史・公民
とのつながりを示しています。

対話的な活動など協
働的な学びに関連した
箇所を示しています。

！
注目

学び合い

このマークのついた教材は、二次元コードを読み込ん
だ先のWebページにある教科書QRコンテンツで、学
習を深めることができます。 ➡本冊子P.18参照

●タブレットマーク
読み込むことでその見開きにある教科書QRコン
テンツを参照することができます。見開きタイトル
とセットで示しています。 ➡本冊子P.18参照

●二次元コード

「確認」は知識・技能、「表現」は思考・判断・表現に対応しており、評価に
活用していただくこともできます。

評価

知識・技能、思考・判断・表現
指導と評価の一体化

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編

学習に見通しをもたせる

関心と意欲を引き出す

丁寧な記述で学習を助ける

1時間の学習をふり返る

12 1312 13



まとめ・ふり返りページまとめ・ふり返りページ本文（追究）ページ導入　　ページ大観ページ

STEP11 では各州・各地方の白地図を見ながら穴埋
め形式の問いに答え、 STEP22 では自分の言葉で
キーワードを説明する形に統一しています。

●  第２編第２章、第３編第３章 
の各節の「知識」の問い

第２編第２章 世界の諸地域
第３編第３章 日本の諸地域

問いを解決し、学びをふり返る問いを解決し、学びをふり返るまとめ・ふり返りページまとめ・ふり返りページ
　まとめ・ふり返りページでは、習得した知識を確認した後、「編・章・節の問い」に答える活動を行います。また、ポートフォリ
オを用いて学習をふり返ることで、学びの自己調整ができるようになっています。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

P.216-217

知識の確認
１１

学習のふり返り
33

思考ツールの提案
まとめの活動では、さまざまな思考ツールを
使った活動を提案しています。
また、思考ツールを端末上で操
作していただけるコンテンツを
Webサイトで公開しています。

！
注目

議論してみよう
第２編第２章、第３編第３章の各節の最後で
「構想」に取り組みます。主体的・対話的で深
い学びを実現することができます。

！
注目

22
「問い」に答える活動

「知識」の問いの使い方
STEP11 の穴埋め問題の文章と STEP22 のキーワード
は、組み合わせて使うことで知識の確実な習得に役
立てることができます。例えば、 STEP22 のキーワー
ドが答えになる問題を作成して、グループで出題し
合う活動などが考えられます。問題を作成する際に
は、 STEP11 の問題文が参考になります。

！
注目

まとめ・ふり返りページでは、教科書QRコンテンツ
として導入ページに設定しているのと同じポート
フォリオをダウンロードできます。また、単元全体
の問いをランダムに出題する確認小テストをご用意
しています。

●教科書QRコンテンツ 単元で学習した内容について、
地図やキーワードに沿っ
て確認して知識を整理すると
ともに、知識を定着させること
ができます。

最後に単元の学習をふり返る
活動を設定しています。自ら
の学びを自己調整したり、
変容を見取ったりすること
ができます。

思考ツールの提案や、いく
つかのステップに分けた活
動を提示することで、活動の
流れが見えやすくなってい
ます。

知識を評価する
思考・判断・表現を評価する

主体的に学習に取り組む態度を評価する

ツール 掲載箇所
フィッシュボーンチャート P.61、77、233
ダイヤモンドランキング P.89、185
座標軸 P.117
クラゲチャート P.167
マインドマップ P.217

教科書内で提案している思考ツールの例教科書内で提案している思考ツールの例

サンプルはこちら

まとめ・ふり返りページでは、「知識・技能」「思
考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」
それぞれの評価の観点に沿って活動を整理して
います。

生徒は学習のふり返りをす
ることができるだけでなく、
教師はどのように評価をす
ればよいかわかりやすい構
成になっています。

評価

観点ごとに活動を整理
指導と評価の一体化

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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50km0

(2020年)

30～35%
30%未満

35～40%
40%以上

65歳以上の人口の割合
わり あいさい

Ch332_05_02
中国・四国地方の市町村別高齢化率

50km0

人

201980年 85 90 95 2000 05 10 15
0

200

400

600

800

1000

都市部で生活する人々が過疎地域をおとずれて、地域の人々と交流
を深める機会が増えています。
　過疎地域のなかには、地域の魅力に注目して都市部からＵターン

やＩターンで移住する人が増え、地域活性化につながっている地域
もあります。中国山地にある西

にし

粟
あわ

倉
くら

村では、移住してきた職人が地
元の木材を加工して高級家具を作っています。移住してきた人々が
地域の資

し

源
げん

の魅力を活用したことで、商品化に成功しました。
　都市部をはなれて過疎地域に移住する人々の動きは、人数として
はそれほど多くはありませんが、人口減少が緩

かん

和
わ

されたり、過疎地
域の集落で子どもの数が増えたりするなどの変化が生まれています。
都市部と過疎地域の二つの地点に住居をもち、往復しながら生活す
る人々も増えてきています。
　また、最近設けられた「ふるさと納

のう

税
ぜい

」の制度を使って、地域活
性化に取り組む市町村が多くなっています。寄付をした人への返礼
品として、地域の特産品を送ったり、地域の魅力を知ってもらった
りすることで、都市部など全国の人々の注目を集め、他地域との交
流を増やす取り組みが進められています。

P.300

P.300

（岡山県）

6

5

8

中国・四国地方では、中国山地、四国山地の
山間部、山

さん

陰
いん

や南
みなみ

四
し

国
こく

などで過
か

疎
そ

化
か

が進んで
います。過疎地域では人口の減少や高

こう

齢
れい

化
か

が進んでいて、産業がお
とろえたり、鉄道やバスが廃

はい

止
し

・減便されたり、学校・病院などの
公的な事業の維

い

持
じ

が難
むずか

しくなったりしています。人々の生活への影
えい

響
きょう

が大きいこれらの課題を克
こく

服
ふく

する取り組みが進められています。
　一方で、過疎地域は美しい景観や豊かな自然環

かん

境
きょう

にめぐまれてい
ます。高速道路の整備や通信網の発達を受けて、過疎地域の利点を
生かしながら地域活性化をはかる取り組みが各地で広がっています。
神
かみ

山
やま

町は、徳
とく

島
しま

市から自動車で１時間ほどの山間部の町です。高
速で大容量の情報通信網が整備されてから、東

とう

京
きょう

などに本社がある
情報通信技術（ICT）関連の企

き

業
ぎょう

の進出が相次ぎ、アメリカのシリコ
ンバレーをもじって「神山バレー」「グリーンバレー」とよばれるよ
うになりました。移住してきたICT関連の技術者やその家族は、落
ち着いた環境のもとで、仕事と生活を両立させています。

過疎地域では、都市部と比べると生活費用が
安く、広い居住空間を確保できます。そこで、

これらの魅
み

力
りょく

を生かした取り組みが進められています。エコツーリ

ズムや山村留学制度、棚
たな

田
だ

オーナー制度などの取り組みによって、

2

3

（徳島県） （徳島県）

1

P.99

P.300 4 P.168 2

過
か

疎
そ

地域における
交通・通信の活用

農村と都市の交流
による地域活性化

中
ちゅう

国
ごく

・四
し

国
こく

地方では、交通網
もう

や通信網を生かしてどのように地域の魅
み

力
りょく

を発信しているのでしょうか。

交通・通信を生かした地
ち

域
い き

活性化5
学習課題学習課題

中国・四国地方の過疎地域では、
どのような地域活性化の取り組
みをしているか、本文からぬき
出しましょう。

交通網や通信網を活用した地域
活性化によって、中国・四国地
方の過疎地域でどのような変化
がみられるか、説明しましょう。

確認確認

表現表現

7 徳島市のイベントのようす（2022年）

4「島留学」の見学会に参加する
中学生（2014年 島

しま

根
ね

県海
あ

士
ま

町）
5 島根県海士町の20歳未満の
人口　隠

お

岐
き

諸
しょ

島
とう

の島
どう

前
ぜん

で唯
ゆい

一
いつ

の
高校に他地域からの入学者をよび
こむ「島留学」の制度を整えてい
ます。
6 移住者が立ち上げた地元の木
材で家具を作る会社の工場
（2019年 岡

おか

山
やま

県西粟倉村）

8 「ふるさと納税」のしくみ

1 徳
と く

島
しま

県神
か み

山
やま

町に進出したICT関連の企
き

業
ぎょう

（2019年）　この企業では、神山町
のオフィスと東京の本社をインターネットで接続し、ICTを活用して、距

き ょ

離
り

に制
約されることなく仕事ができるようにしています。

交通網や通信網を活用した地域活性化の取
り組みで、地域がどのように変化している
かに着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方 5地域

2 中
ちゅう

国
ごく

・四
し

国
こく

地方の市町村別の高
こ う

齢
れ い

化率
インターネットと地域活性化

　徳島県では、毎年、漫
ま ん

画
が

やアニメー
ション関係の展

て ん

示
じ

や上映会などを徳島市
内で集中的に開

か い

催
さ い

するイベントが行われ
ています。人気声

せ い

優
ゆ う

などが出演して、全
国から多くの参加者を集めています。参
加者がSNSなどを通して同じ興味をもつ
人々に「徳島でこんなイベントがあるよ」
と発信することで、世界の人々がイベン
トを知り、徳島県の情報にふれる機会に
つながっています。
　このように、インターネットの普

ふ

及
きゅう

に
よって地域の魅力が広まり、人々の交流
が活性化しています。

地理地理
++αα

3 第三セクターの鉄道（2021年 鳥
と っ

取
と り

県若
わ か

桜
さ

町） 自動車を運転しない人々の移動手
しゅ

段
だ ん

が
なくならないよう、県や市町村が共同で資金
を出して事業を行う第三セクターとよばれる
方式で鉄道路線を維持しています。

二次元
コード

（「国勢調査」2020年ほか）

4

6

5

寄付金

返礼品など

全国各地の県・
市町村

注）寄付金・返礼品などには、
上限額などの制限があります。

翌
よく

年度分の
住民税の減額

居住地の市町村

地
ち

域
いき

の特産品 地域体験

リンク

（「国勢調査」2020年）

198 199

33
‐‐
33

中
国
・
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方

中
国
・
四
国
地
方
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15

5

10
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巻頭で捉えた「見方・考え方」を
本文ページで働かせていくことで、
より深く「見方・考え方」を身に
つけることができます。

見方・考え方見方・考え方を働かせた学習を実現する工夫を働かせた学習を実現する工夫
　教科書の冒頭で、1位置や分布、2場所、3人と自然とのかかわり、4地域どうしのつながり、5地域という五つの「地理的な
見方・考え方」を働かせる練習ができるページを設定しました。親しみやすいイラストを通して「見方・考え方」を捉えることで、
本文ページの各見開きで「見方・考え方」を働かせながら学習できます。

指導と評価の計画に基づいた教科書１１

番号の対応
巻頭・本文の「見方・考え方」に1～
5の番号を付して、わかりやすくして
います。

！
注目

五つの「見方・考え方」の概念
についての解説

学習指導要領に示された、五つの
「地理的な見方・考え方」について分
かりやすく解説しています。
見開き上部にある1～5の五つの「地理
的な見方・考え方」の解説をもとに、イラ
ストを見ながら問いの答えを考えることで、
自然に「地理的な見方・考え方」を捉える
ことができます。

五つの「地理的な見方・考え方」の
うち一つを提示しています。
各見開きでは、学習課題とともに示してい
るそれぞれの「地理的な見方・考え方」に
基づいて、本文を記述し、図版を掲載して
います。 1位置や分布を提示した見開き 2場所　　を提示した見開き

3人と自然とのかかわり人と自然とのかかわりを提示した見開き 4地域　　どうしのつながりを提示した見開き 5地域を提示した見開き

P.14 P.40

P.152 P.224 P.198

本文ページの各見開き

巻頭口絵
（地理的な見方・考え方の解説）

常に「見方・考え方」
を意識しながら学習

各見開きの学習の際に「地理的な見方・考え方」を
繰り返し意識することで、生徒が「見方・考え方」
を自ら働かせることができるようになります。

！
注目

学習指導要領に示され
た「見方・考え方」を、
以下のように言い換え
ています。

3  人と自然との
かかわり

人間と自然環境
との相互依存関係

4  地域どうしの
つながり

空間的
相互依存作用

様々な地理的事象を盛り込んだ、
見れば見るほど楽しいイラスト

問いを考えるためのヒント

それぞれの「見方・考え方」を
働かせて考える問い

本文ページではこの
ように示しています。

①指導と評価 ②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例 資料編
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